
線を出さなくなったのは清と江戸時代か。【内】この字の注意点は「人」か「入」か、最終画をハラウか
止めるか、の2点。康煕字典では「入」部に分類。
【冊】説文篆文に倣えば康煕字典にあるように横線が左右に
出ない字体になるはず。説文古文の字体は甲骨にも金文にも
見えない。康煕字典に「册」は載っていない。文部省活字も

「册」ではなく「冊」。太宰が「册」を書いているが明朝体で
字を覚えたのだろうか。『明朝体活字字形一覧』によれば、
「册」の登場は1860年の英華書院の13.5ポイント、明朝体で
の「冊」の登場は1887年の大阪国文社五号が最も早い。
【再】説文篆文に従えば横線はすべて左右に出る。真ん中の横

内
內

冊
册

笧

再
再

ナイ
ダイ
うち
いれる

サツ
サク
ふみ

サイ
サ
ふたたび

教 2常①

教 6常①

教 5常①

粘葉本朗詠

江談抄

粘葉本朗詠

尊円親王

節用

節用

節用

節用

養蚕秘書

入 2

冂 3

冂 4

古文

冂 4

教科書

明治の漢字

陸軍

×

○

英華書院 13.5ポ

国文社五号

干禄〈通〉

干禄〈通〉

内
現代中国

册
現代中国

再
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨 金文

散氏盤

大克鼎

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

包山楚簡

侯馬盟書

睡虎地秦簡

中山王方壺

金文

金文

金文

金文

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

泰山刻石

説文篆文

説文古文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

新蔡葛陵楚墓

新蔡葛陵楚墓

金文

馬王堆

居延漢簡

元嘉画像石

魯俊碑

武威医簡

熹平石経

十七帖

淳化閣帖

淳化閣帖

蘭亭叙

興福寺断碑

王献之

鄭羲下碑

元遥墓誌

鄭羲下碑

天柱山銘

九成宮

孔子廟堂碑

永泰公主墓誌

泉男産墓誌

王洪範碑

干禄字書

干禄字書

王勃詩序

王勃詩序

趙志集

篆隷萬象名義

篆隷萬象名義

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

66 67

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冂】内
2
冊

3
再

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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を横に伸ばして「鳥」っぽくする字体の出現は南北朝期から。
当用漢字の字体は手書きでは江戸期から使われている。
【冠】「元」の最終画が右に伸びて「にょう」のようになるの
は唐代に入る頃から。南北朝期までは「元」の最終画は短く
はねていた。それが「礻」に間違われ、さらに「衤」に誤っ

た字体がある。日本上代には「寸」を「刂」とする字体があ
るが、江戸期の版本には見えない。
【冥】2011年に人名用漢字から常用漢字に出世した字。隷書
の時代に「冖」の他に「穴」が出現。南北朝期に「宀」が出
現。説文篆文に倣えば「冖」が正字体。

【冗】多くの場合、漢和字典では「冖」の部に掲載されている
が、書道字典では「宀」の部に「宂」の字体で掲載されてい
る。説文篆文に従えば「宂」になるはず。五経文字には「宀」
の部に「宂」の字体のみ掲載され、しかも「穴」との違いに
ついて説明されている。康煕字典には「冖」の部に「冗」が

あり、「宂と同じ」とある。「宀」の部にも「宂」があるが、
そこには「冗」についての記述はない。漱石は「宂」と「冗」
の両方を書いている。畏るべし漱石。
【写】本来は「宀」の字らしい。「冖」としたり、「臼」を「旧」
としたり、「旧」の「日」を「目」としたり、「目」の最終画

冒

冗
宂

写
冩

寫

冠

冥

ボウ
おかす
おおう

ジョウ

シャ
うつす
うつる

カン
かんむり

メイ
ミョウ

常①

常①

教 3常①

②

②

常①

新①

粘葉本朗詠

江州司馬廳記

粘葉本朗詠

近衛本朗詠

元暦萬葉①

関戸本朗詠

節用

開化一寸用文

絵本花葛蘿

農家用文章大全

節用

庭訓往来

節用

冂 7

古文

冖 2

宀 2

宀 12

冖 7

冖 8

明治の漢字

陸軍

明治の漢字

陸軍

陸軍

漢字整理案

×

○ 干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

江戸干禄〈俗〉

干禄〈俗〉

冒
現代中国

冗
現代中国

写
現代中国

冠
現代中国

冥
現代中国

甲骨

甲骨

金文

金文

甲骨

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

里耶秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

馬王堆

馬王堆

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

新居延漢簡

敦煌漢簡

新居延漢簡

武威漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

譙敏碑

石門頌

張景造土牛碑

西嶽崋山廟碑

石門頌

熹平石経

智永千字文

王献之

智永千字文

黄庭経

王献之

智永千字文

于纂墓誌

鞠彦雲墓誌

弔比干墓文

仏説歓普賢経

敬史君碑

元珍墓誌

劉碑造像記

元継墓誌 暉福寺碑

李超墓誌元詮墓誌

斉郡王元祐
造像記

弔比干墓文

叔父墓誌

道因法師碑

鄭羲下碑

九成宮

孔子廟堂碑（覆）

道因法師碑

五経文字

五経文字

干禄字書

五経文字

江戸干禄

五経文字

干禄字書

五経文字

伝空海

王勃詩序

杜家立成

杜家立成

琱玉集

琱玉集

王勃詩序

王勃詩序

68 69

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冂】冒
7
【冖】冗

2
写

3
冠

7
冥

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【凄】2011年に人名用漢字から常用漢字になった。サンズイ
の「淒」と異体字。説文にはサンズイの「淒」が載っている。
五経文字もサンズイの「淒」を摂っている。日本ではニスイ
の「凄」。現代中国もニスイの「凄」を摂っている。

【冨】干禄字書では〈俗〉となっている。正字は「富」。漢代
は「穴カンムリ」とする字体があった。
【冴】使用例がみつからない。書道字典に親字さえない。漢
和字典には「冱」の異体字とある。
【冶】2011年に人名用漢字から常用漢字に変更になった。

【冷】干禄字書と五経文字の字体は点の位置が異なる。拓本
の江戸版本と五経文字は最終画が異なる。
【准】「准」は説文所無。篆書には「準」を用いる。干禄字書
では「準」を〈正〉、「准」を〈通〉としている。五経文字も
「準」をあげている。江戸期にはサンズイに作ることも多い。

冨
富

冬

冴
冶
冷

准
準

凄
淒

フ
フウ
とみ
とむ

フ
フウ
とみ
とむ

トウ
ふゆ

コ
ゴ
さえ
さえる

ヤ
いる
とける
なまめかしい

レイ
さます・さめ
る・つめたい・
ひえる・ひや・
ひやかす・ひ
やす・すずし
い

ジュン
なぞらえる

ジュン
なぞらえる
のり
ひとしい

セイ
すごむ
さむい
すごい
すさまじい

人①

教 5常①

教 2常①

人①

新①

教 4常①

常①

教 5常①

新①

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

藤原定家
熊野御幸記

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑱

後花園天皇

日本永代蔵

心学心得艸

節用

再板農業全書

節用

節用

算法地方大成

人道俗説弁義

冖 9

宀 9

冫 3 康煕古文

古文

冫 5

冫 5

冫 8

水 10

冫 8

氵 8

弘道軒

不折俳画 明治の漢字

國定教科書

明治の漢字

○

×

江戸干禄〈俗〉

五経〈訛〉

江戸五経

干禄〈通〉

富
現代中国

富
現代中国

冬
現代中国

冴
現代中国

冶
現代中国

冷
現代中国

准
現代中国

凄
現代中国

金文

郭店楚簡

郭店楚簡

上海楚竹書

甲骨

金文

侯馬盟書

睡虎地秦簡

侯馬盟書

金文甲骨

金文

戦国・金文

睡虎地秦簡

戦国・金文

睡虎地秦簡

説文古文子弾庫楚帛

包山楚簡

上海楚竹書

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

三老諱字忌日記

霊臺碑

熹平石経

熹平石経

熹平石経

開通褒斜道刻石

桐柏廟碑

前秦・広武
将軍碑陰

智永千字文

淳化閣帖

淳化閣帖

智永千字文

興福寺断碑

何如帖

高貞碑

元暉墓誌

于纂墓誌

大般涅槃経 38

張猛龍碑

唐雲墓誌

元誘妻馮氏
墓誌

管蔡世家残巻

孟法師碑

孟法師碑

泉男生墓誌

温彦博碑

李媛華墓誌

九成宮

干禄字書

五経文字

九経字様

五経文字

干禄字書

五経文字

干禄字書

江戸五経

江戸五経

法華義疏

大聖武

大聖武

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

聾瞽指歸

70 71

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冖】冨
9
【冫】冬

3
冴

5
冶

5
冷

5
准

8
凄

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



字）としている。説文に従えば「処」は「處」の略字ではな
い。金文にも「処」と思われる字体がある。金文の「処」の
左側は「人」だろう。「処」「處」それぞれに正字体と通用体
がある。馬王堆の字体が「処」の通用体。五経文字で〈俗〉
としている字体が「處」の通用体。漱石は「処」「處」両方の

字体を使うが、「処」の使用は「ところ」と訓読みする場合の
1度だけ。音読み及び熟語での使用は「處」を使う。

【凍】説文篆文は「冫」だが漢代の武威漢簡、北魏の唐雲墓
誌は「氵」に従っており、干禄字書も「氵」を〈正〉とし、
「冫」を〈俗〉とする。九経字様では説文篆文に従って「冫」
の字体を載せている。我が国では「冫」に従った字体が標準。
【凌】通用体では旁を「麦」とすることが多く、文部省の漢字

整理案でもこの字体が検討されたことがあった。偏を、誤っ
て「氵」にすることがあるが、「凌」と「淩」は別字。
【凝】説文篆文では「凝」は「冰」の俗体だという。干禄字書
では「氷」を「冰」の〈通〉としている。
【処】説文では「処」を親字として掲げ、「處」を或体（異体

凋

凍

凌

凝
冰

凡

処
處

チョウ
しぼむ

トウ
こおる
こごえる

リョウ
しのぐ

ギョウ
こらす
こる

ボン
ハン
およそ
すべて

ショ
おく
おる
ところ

①

常①

人①

常①

常①

教 6常① 元暦萬葉①

墨流本朗詠

墨流本朗詠 書札節用文章

節用

節用

几 1

几 3

虍 5

教科書

漢字要覧

教科書

陸軍

陸軍

干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

五経〈俗〉

凡
現代中国

处
現代中国

甲骨

金文

金文

散氏盤

石鼓文 包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

銀雀山竹簡

古璽

古璽

古璽

説文篆文

説文篆文

説文或体

馬王堆 居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

史晨後碑

史晨後碑

曹全碑

閣頌抄

尹宙碑

書譜

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

鄭羲下碑

天柱山銘 魏霊蔵造像

中岳崇高霊廟碑

水牛山般若経碑

弔比干墓文

爨宝子碑

破邪論序

雁塔聖教序

干禄字書

五経文字

江戸干禄

江戸五経

法華義疏

王勃詩序

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

開化一寸用文

節用

節用

農家用文章大全

再板農業全書元暦萬葉④

冫 8

冫 8

冫 8

冫 14

陸軍

五経文字

干禄〈俗〉

凋
現代中国

冻
現代中国

凌
現代中国

凝
現代中国

金文

金文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文俗体

説文篆文

武威漢簡

粘葉本朗詠太妃侯造像記 五経文字 干禄字書

張表碑

北海相景君碑陰 九成宮 聾瞽指歸 干禄〈通〉

書譜

十七帖

東方朔画賛

集字聖教序

唐雲墓誌

高慶碑
北魏・

諮議元弼墓誌

道因法師碑

泉男生墓誌

孔子廟堂碑

干禄字書

江戸五経

干禄字書

九経字様

干禄字書

五経文字

性霊集

趙志集

杜家立成

聖武天皇雑集五経文字

72 73

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【冫】凋
8
凍

8
凌

8
凝
14
凡

1
処

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【凸】ほとんどの書道字典には不掲載だが、唯一『五體字類』
第三版に「宋人」の書として1例掲載されているが、出典が
確定できないので本書には載せなかった。

【凰】干禄字書では「凰」を〈俗〉、「皇」を〈正〉とする。
【凱】一部の書道字典には「本は豈」「豈の俗字」などの記述
がある。
【凹】ほとんどの書道字典には不掲載だが、唯一『五體字類』
第三版に「懐素」が掲載されている。

【出】「山」が2つと解する字体は南北朝期に出現するが、こ
の字体は九経字様では「訛」としている。『陸軍幼年学校用字
便覧』では「山」の下に「々」を配する字体が掲載されてい
るが、実際の使用例は未見。「山」の下に点を2つ書く例は近
世の文書に使用例がある。

常①

凧
凪
凰
凱

豈

愷

凶
凹
出

凸

たこ

なぎ
なぐ

オウ

ガイ

ガイ
キ
あに

ガイ
たのしむ
やすい
やわらぐ

キョウ
わるい

オウ
くぼみ
くぼむ

シュツ
スイ
だす
でる

トツ

人①

人①

人②

人①

②

③

常①

常①

教 1常①

藤原忠親

元暦萬葉②

藤原行成

節用

節用

凵 2

凵 3

凵 3

凵 3

陸軍

陸軍

江戸干禄〈通〉

唐・懐素

江戸九経〈訛〉

凶
現代中国

凹
現代中国

出
現代中国

凸
現代中国

甲骨

甲骨

大克鼎

子弾庫楚帛

侯馬盟書 子弾庫楚帛

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡石鼓文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

熹平石経

西狭頌

曹全碑

禮器碑

十七帖

王献之

集字聖教序

爨龍顔碑

張猛龍碑

皇甫鱗墓誌

等慈寺碑

九成宮

九成宮

雁塔聖教序

江戸干禄

干禄・序

九経字様

性霊集

王勃詩序

国字

粘葉本朗詠

節用

謹身往来

几 9

几 10

豆 3

心 10

国字

凰
現代中国

凯
現代中国

岂
現代中国

恺
現代中国

古璽

睡虎地秦簡

信陽楚簡

説文篆文

説文篆文 元暉墓誌

禮器碑陰

北海相景君碑

張遷碑

淳化閣帖

淳化閣帖

蘭亭叙

敬史君碑

乞伏宝墓誌

敬志君碑

天柱山銘

崔敬邕墓誌

泉男生墓誌

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

江戸干禄 江戸干禄〈俗〉

干禄・序

王勃詩序

王勃詩序

74 75

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【几】凧
3
凪

4
凰

9
凱
10
凶

2
凹

3
出

3
凸

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【函】説文篆文には2種の字体がある。1つは「マ＋囗＋￥」、
もう1つは「肉＋今」の字体。「マ＋囗＋￥」と「函」は字体
が一致しない。白川静説では「マ＋囗＋￥」と「函」は元々
は別字で、発音が同じために混用されたとする。「肉＋今」の
字体は楚上海楚竹書などの楚の字体と馬王堆にある。日本の

人名用漢字の字体は康煕字典に由来し、現代中国の字体は唐
代の楷書に由来するようだ。

函
凾

刀
刃
刄

刃

刈
苅

乂

切

カン
はこ

トウ
かたな

ジン
ニン
は
やいば

ガイ
かり
かる

セツ
サイ
きる
きれる

人①

②

教 2常①

常①

②

常①

①

②

教 2常①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉②

太政大臣殿
歌合⑩

墨流本朗詠

粘葉本朗詠

再板農業全書

農稼行事

節用

刀 2

丿 1

刀 2 教科書 干禄〈通〉

刈
現代中国

苅
現代中国

乂
現代中国

切
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷・金文

金文

説文篆文

説文或体

説文篆文 武威漢簡

白石神君碑

陽三老石堂 淳化閣帖 集字聖教序

集字聖教序

天柱山銘

張聖墓誌

牛闕造像記

等慈寺碑

皇甫誕碑 干禄字書

九経字様

王勃詩序

王勃詩序

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

尊円親王

節用

節用

節用

節用

農家用文章

凵 6

刀 0

刀 0

明治の漢字

○

干禄〈通〉

函
現代中国

刀
現代中国

刃
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

金文

毛公鼎

殷・金文 睡虎地秦簡

上海楚竹書

包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

上海楚竹書

説文篆文

説文俗体

説文篆文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

上孫家寨漢簡

新居延漢簡

十七帖

孝女曹娥碑 金光明経②

元暉墓誌

孔子廟堂碑

樊興碑

裴休
圭峰禅師碑

泉男生墓誌 .

皇甫誕碑

干禄字書

五経・刀部

畫圖讃文

伊都内親王願文

性霊集

王勃詩序

法隆寺献物張

76 77

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【凵】函
6
【刀】刀

0
刃

1
刈

2
切

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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と、異体字としているものがある。本書では後者の説を採っ
た。ちなみに説文も、康煕字典も別字としている。説文篆文
の偏が「丼」の字体は他に見えない。

【分】この字の「刀」は南北朝期あたりに書き順と字体が変わ
る。草書の書き方の影響を行書、楷書が受けたのだろうか。
その字体は干禄字書で〈通〉とされている。この字は文字通
り分けるのだから、本来、上部の屋根がくっついてはいけな
い。くっつく字体は江戸に現れる。そのいけない字体を漱石

が踏襲しているが、同時に草書の字体も使っている。
【刊】九経字様では「栞」の「干」を「天」にした字形を〈説
文〉、「刊」を〈隷省〉としている。説文には「刊」と「栞」
は別に掲載されている。
【刑】書道字典には「刑」と「井＋刂」を別字としているもの

分

刊
栞

刑
𠛬

列

フン・ブ・
ブン・わか
つ・ わ か
る・わかれ
る・わける

カン
きる
けずる

ケイ
のり

レツ
つらなる
つらねる

教 2常①

教 5常①

人②

常①

教 3常①

粘葉本朗詠 節用

節用

農家調宝記
嗣篇

刀 2

刀 3

木 6

陸軍

明治の漢字 ○

干禄〈通〉

分
現代中国

刊
現代中国

甲骨 金文 子弾庫楚帛

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

泰山刻石

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

石門頌

曹全碑

尹宙碑

北海相景君碑

曹全碑

集字聖教序 東方朔画賛 牛闕造像記

元徽墓誌

元祐墓誌

張猛龍碑

鄭羲下碑

道因法師碑

魯峻碑

九成宮

王居士塼塔銘

孔穎達碑

泉男生墓誌 .

干禄字書

九経〈説文〉

九経〈隷省〉

王勃詩序

趙志集

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

出世太平記

節用

刀 4

刀 6

刀 4

康煕古文

刀 4

明治の漢字
〈許容字〉

明治の漢字
〈標準字〉

陸軍〈本字〉

刑
現代中国

列
現代中国

金文

散氏盤

曽侯乙墓

古璽

古璽

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

郭店楚簡

説文篆文

馬王堆

武威漢簡

銀雀山竹簡

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

韓仁銘

熹平石経

夏承碑

曹全碑

張景造土牛碑

北海相景君碑

智永

智永

智永

蘭亭叙

蘭亭叙

鄭羲下碑

元飄墓誌

元楨墓誌

魏霊蔵造像記

孔子廟堂碑

九成宮

孔子廟堂碑

孟法師碑

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

78 79

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】分
2
刊

3
刑

4
列

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【別】古代の字を見ると偏は「咼－口」で、馬王堆まではその
字体を書いている。九経字様では偏が「咼－口」の字体を説
文、「別」を隷省としている。
【刻】説文篆文、五経文字、康煕字典の一画目は共に横線。智
永千字文の行書、琱玉集や粘葉本朗詠では3～4画の書き順

が現在とは逆。楷書もこのような書き順で書かれていたのか
もしれない。智永千字文の行書は偏の最終2画が「家」の最
終2画のように上の方に書かれている。宋元以来俗字譜にも
このような異体字が見える。康煕字典の古文は根拠を確認で
きない。

【初】南北朝から誤って示偏が書かれることが多くなる。法
華義疏では偏に「禾」を書いている。江戸版本では示偏が圧
倒的で、衣偏の使用例がみつからないほど。漱石は示偏を書
いている。法輪寺切は示偏だとしてもおかしな字体。
【判】偏の縦線は唐代まではまっすぐに書き、左に流すもの

ではなかったようだ。左に流している例が確認できるのは北
宋。日本でも上代ではまっすぐに書いている。康煕字典は
まっすぐだが、現代中国の印刷字体は左に流している。日本
の印刷字体ではまっすぐなのと左にながす例が半々くらい
だった。文部省活字も当用漢字表も左に流している。

初

判

別

利

券

刻

ショ
うい・そめ
る・はじめ
はじめて・
はつ・うぶ

ハン
バン
わける

ベツ
わかれる

リ
きく
するどい

ケン
わりふ

コク
きざむ
とき

教 4常①

教 5常①

教 4常①

教 4常①

教 5常①

教 6常①

道因法師碑

元暦萬葉①

慈慧遺告

粘葉本朗詠

節用

節用

庭訓往来

節用

節用

刀 5

康煕古文

刀 6

刀 6 教科書〈俗〉

×

○

干禄〈通〉

江戸五経〈訛〉

利
現代中国

券
現代中国

刻
現代中国

甲骨

甲骨

金文 西周・利𣪘

侯馬盟書 包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

里耶秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

泰山刻石

居延漢簡

居延漢簡

銀雀山竹簡

敦煌漢簡

乙瑛碑馬王堆

西嶽崋山廟碑馬王堆

王献之

智永千字文

集字聖教序

智永千字文

元珍墓誌

王興之夫婦
墓誌

李超墓誌

九成宮

雁塔聖教序

伊闕仏龕碑

皇甫誕碑

干禄字書

五経文字

五経文字・序

江戸五経・序

王勃詩序

綜藝種智院式

琱玉集

元暦萬葉④

元暦萬葉⑥

元暦萬葉⑲

平安・法輪寺切

元暦萬葉①

元暦萬葉⑲

元暦萬葉②

女消息往来

節用

節用

節用

農家用文章

女大学

刀 5

刀 5

刀 5 教科書〈俗〉

○

× 北宋・米芾

初
現代中国

判
現代中国

别
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

上海楚竹書

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

禮器碑

尹宙碑

曹全碑

書譜

十七帖

蘭亭叙

王献之

張猛龍碑

鄭羲下碑

馮季華墓誌

馬鳴寺根法師碑

元詳造像記

敬史君碑

孔子廟堂碑

化度寺碑

王訓墓誌

圭峰禅師碑

九経字様

干禄・序

九経〈隷省〉

九経〈説文〉

法華義疏

王勃詩序

最澄・招来目録

聾瞽指歸

王勃詩序

80 81

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】初
5
判

5
別

5
利

5
券

6
刻

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【刺】拓本の五経文字と江戸期の版本の五経文字の字体が異
なる。
【刹】説文には未掲載。新附に「柱也。从刀、未詳。殺省聲。」
とある。文部省活字では偏の「ホ」に点がついている。
【前】もとは「止」と「舟」を合わせた「歬」の字体らしい。

甲骨には「行（十字路の形）」のついたものもある。睡虎地秦
簡には「歬」に「刀」が加わっている。「歬」に「刀」が加
わり、「止」が略体になったものが「前」らしい。「止＋舟＋
刀」の字体にさらに「刀」を加えて「剪」となった。説文に
は別に「剪」があり、その篆文は「止＋舟＋刀」の字体。

刷

刺

制

到
刹

削
前
歬

サツ
する
はく
はけ

シ
ささる
さす
そしる
とげ

セイ
おさえる

トウ
いたる

セツ
サツ
セチ
てら

サク
けずる

ゼン
まえ
さき
すすむ

教 4常①

常①

教 5常①

常①

新②

常①

教 2常①

色紙法華経⑧

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

膝栗毛

庭訓往来

節用

刀 6

刀 7

刀 7

古文

字典體

標準體

×

×

九経字様「剪」説文

刹
現代中国

削
現代中国

前
現代中国甲骨

甲骨

曽侯乙墓

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文新附

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

孔彪碑

衡方碑

石門頌

書譜

十七帖 集字聖教序

敬史君碑

孫遼浮図銘記

仏説観仏
三昧海経

元維墓誌

出曜経注解

鄭羲下碑

昭仁寺碑

信行禅師碑

樊興碑

雁塔聖教序

干禄・序

九経字様

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

古文九経〈隷省〉郭店楚簡 武威漢簡 趙寛碑

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

節用

日本居家秘用

節用

御高札之写

旅行用心集

刀 6

刀 6

刀 6

刀 6

江戸五経〈訛〉

刷
現代中国

制
現代中国

到
現代中国

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

新居延漢簡

居延漢簡馬王堆

馬王堆

居延漢簡

石門頌

史晨後碑

乙瑛碑

智永千字文

淳化閣帖

興福寺断碑

池陽令張君碑

張猛龍碑

鄭羲下碑

馮季華墓誌

昭仁寺碑

化度寺碑

温彦博碑

泉男生墓誌

干禄字書

五経文字

五経文字

江戸五経

五経文字

聖武天皇雑集

王勃詩序

聖武天皇雑集

刺
現代中国

82 83

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】刷
6
刺

6
制

6
刹

6
削

7
前

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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種類がある。日本の平安時代初期に「金＋刃」の字体が出現
するが、これは「僉」を「金」と見間違えた誤字か、あるい
は「金＋刃」として新たに作られた会意文字であろう。「僉」
の部分を現在のように書くようになったのは中国では宋代、
日本では鎌倉時代からのようだ。

【剛】最澄が、旁を「寸」とする字体を書いている。空海も灌
頂記でこの字体を書き、後に藤原忠親もこの字体を書いてい
る。これは中国には例のない異体字である。現代中国の字体
には偶然かもしれないが古代文字の字体を生かされている。

【則】説文では「則（貝＋刀）」の字体が正体とされていて、漢
代以降もその字体が書かれている。ところが権量銘に用いら
れている字体は「鼎＋刀」である。始皇帝は度量衡の統一と
文字（字体）の統一をしたといわれるが、まず度量衡の統一
をして、後に文字（字体）の統一をしたのだろう。

【剃】南北朝期より古い使用例がみつからない。二玄社『新書
源』に異体字の説文篆文と五経文字が掲載されている。
【剣】「剱・劍・劒・劔・劍・釰・釼・釼」などの異体字があ
る。篇と旁の左右の位置がかわることはあるが、部品として
は必ず「僉」が付き、もう一方の部品に「金」「刀」「刃」の3

則

剃
剣
劍

劔

劒

剛

ソク
すなわち
のっとる
のり

テイ
そる

ケン
つるぎ

ゴウ
かたい
こわい
つよい

教 5常①

①

常①

人②

常①

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

家道訓

節用

庭訓往来

刀 7

古文

古文

古文

古文

刀 7

则
現代中国

剃
現代中国

何尊

郭店楚簡

信陽楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

子弾庫楚帛

権量銘

説文篆文

説文古文

説文古文

説文籀文

説文篆文

銀雀山竹簡

馬王堆

西嶽崋山廟碑 智永千字文 集字聖教序 鄭羲下碑

大般涅槃経 6

江戸干禄・序

五経文字

王勃詩序

大聖武

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

墨流本朗詠

後醍醐天皇
天長印信

金峰山埋経願文

藤原忠親

瓦版 6

武士訓

名家略伝

迪彝篇

節用

迪彝篇

刀 13

刀 14

金 13

刀 8

古文

古文

漢字要覧〈別体〉

教科書〈同字〉

教科書〈俗字〉

陸軍〈古字〉

標準体

許容体

× 漢字要覧〈正体〉

教科書〈正字〉

陸軍〈正体〉

干禄〈通〉

剑
現代中国

宋・大唐三蔵
取経詩話

清・嶺南逸史

刚
現代中国甲骨

甲骨

金文

戦国・金文金文

金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

睡虎地秦簡

戦国・金文

仰天湖竹簡

睡虎地秦簡

信陽楚簡

郭店楚簡

説文篆文

説文籀文

説文篆文

説文古文

新居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

樊敏碑

熹平石経

智永千字文

書譜 興福寺断碑

敬史君碑

元平墓誌

乞伏宝墓誌

李璧墓誌

敬史君碑

元暎墓誌

弔比干墓文

劉碑造像記

昭仁寺碑

房玄齢碑

伊闕仏龕碑

圭峰禅師碑

段志玄碑

五経文字

五経文字 琱玉集

干禄字書

五経文字

王勃詩序

性霊集

性霊集

金剛場陀羅
尼経

金剛場陀羅
尼経

最澄
空海請来目録

最澄
空海請来目録

最澄
空海請来目録

84 85

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】則
7
剃

7
剣

8
剛

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【副】説文籀文に合う例が五経文字にある。

剤
劑

剥
剝

剖
剰
剩

副

ザイ

ハク・ホク
はかま・とる・
はがれる・は
ぐ・はげる・
むく

ボウ
さく
わかれる

ジョウ
あまつさえ
あまり
あまる

フク
そう
そえる

常①

常①

常①

常①

人②

教 4剰①

絵本黴瘡軍談

開花往来

開化往来

節用

庭訓往来

刀 14

剤
現代中国説文篆文

比丘尼統慈
慶墓誌 東大寺献物帳

空海
三十帖策子

九條本延喜式⑧

三宝絵詞

関戸本朗詠

再板農業全書

再板農業全書

消息往来

刀 8

古文

刀 8

刀 9

刀 9

○

×

剰
現代中国

副
現代中国

剥
現代中国

剖
現代中国

甲骨 説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文籀文

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

衡方碑

熹平石経

衡方碑

史晨前碑

史晨後碑

姨母帖

王献之

十七帖

玄言新記明
老部

李璧墓誌

高樹解佰都
造像記

劉碑造像記

崔敬邕墓誌

周易王弼注③

高貞碑

樊興碑 五経文字

聾瞽指歸

琱玉集

琱玉集

性霊集
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】剤
8
剝

8
剖

8
剰

9
副

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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していない字書がある。南北朝期には異体字が多い。【割】通用体では偏を「害」ではなく「宀＋土＋口」を書く。
説文の前後の時代の字体を見比べると、説文篆文の字体が特
異なようだ。説文に倣った五経文字や康煕字典も特異な字体
だ。「割」が一般的になるのは元の馮子振以降。途中に魏の
鐘繇の「宣示表」が一例だけ「割」を書いているのは奇異に

感じる。日本で「割」が見られるのは、平安時代の墨流本朗
詠集。
【劉】元は「金＋留」だったものが「金」に「留」から「田」
を省略したものをのせ、「刀」を加えたものが「劉」というこ
とらしい。「金＋留」の説文篆文を掲載している字書と掲載

割
割

 

創

劇

劉

カツ
さく・わり
・わる・わ
れる・きる

ソウ
きず
はじめる
つくる

ゲキ
はげしい

リュウ

教 6剰①

教 6常①

教 6常①

人①

元暦萬葉⑥

墨流本朗詠

類聚古集⑰

節用

節用

刀 10 国定教科書 × 元・馮子振

明・傳山

割
現代中国金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文篆文 馬王堆 北海相景君碑 書譜 淳化閣帖

寇憑墓誌

鐘繇・宣示表

于景墓誌

孟法師碑

柳公権

五経文字 聖武天皇雑集

小野道風

伝藤原行成

粘葉本朗詠

節用

絵本黴瘡軍談

千紅万葉初集

刀 2

刀 10

刀 6

刀 13

刀 13

康煕古文

不折俳画・序

江戸干禄〈俗〉

江戸干禄〈通〉

创
現代中国

剧
現代中国

刘
現代中国

金文

金文

戦国・金文

金文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文新附

説文篆文

説文逸字

説文逸字・古文

武威医簡

甘谷漢簡

西狭頌

北海相景君碑陰

禮器碑陰

熹平石経

禮器碑陰

二謝帖

王献之

大観帖

王献之

鄭羲下碑

薦季直表

成実論 8

韓法成等造像記

敬史君碑

元新成妃李
氏墓誌

元熙墓誌

孫秋生造像

帳盧墓誌

劉阿素墓誌

劉碑造像記

樊興碑

孔子廟堂碑

信行禅師碑

爨宝子碑

倪寛伝賛

度人経

干禄字書

五経文字

五経文字

江戸干禄

画図讚文

琱玉集

琱玉集
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】割
10
創
10
劇
13
劉
13

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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の一番下の横線を最後に書く。南北朝期は偏を「目」とした。
五経文字に「従目訛」とある。日本でも偏を「目」とする霊
が多数派で、漱石も太宰もその字体を書いている。

【功】南北朝期は、旁を「刀」とする字体が多数派。これは書
聖といわれる王羲之が誤字を書いた影響ではないだろうか。
旁を「刀」とする字体を干禄字書は〈通〉としているが、五
経文字では〈訛〉と訂正している。
【劫】干禄字書は「劫」を〈通〉、「刧」を〈正〉としている。

五経文字は「劫」を示し解説に「……従刀者本之或體今経典
並従力」とある。古代に或体の例はみつからないが、後漢の
武氏祠画像題字に旁を「刂」とする例がある。
【助】古代から偏の一番下の横線を旁の下まで伸ばす字体が
あった。草書にもその字体によるものがあるが、草書では偏

力

加

功
㓛

劣

劫
刦

刧

助

リョク
リキ
ちから
つとめる

カ
くわえる
くわわる

コウ
ク
いさお

レツ
おとる

ゴウ
おびやかす

ジョ
すけ
たすかる
たすける

教 1常①

教 4常①

教 4常①

常①

人①

②

教 3常①

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

藤原行成

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑳

延喜十三年
内裏菊合⑩

節用

節用

家内用心集

節用

節用

節用

宇比山踏

力 0

力 3

力 3

力 4

教科書〈俗〉

後漢・袁安碑

干禄〈通〉

江戸五経〈訛〉

力
現代中国

加
現代中国

功
現代中国

後漢・嵩山開
母廟石闕銘

劣
現代中国

甲骨

甲骨

戦国・金文

金文

金文

戦国・金文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

古璽

包山楚簡

上海楚竹書

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

銀雀山竹簡

馬王堆

武威漢簡

史晨前碑

史晨前碑

熹平石経

尹宙碑

七月帖

十七帖

智永千字文

得示帖

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

興福寺断碑

集字聖教序

張猛龍碑

鄭羲下碑

張猛龍碑

李媛華墓誌

元継墓誌

鄭述祖・天柱
山銘

乞伏宝墓誌

九成宮

九成宮

九成宮

九成宮

雁塔聖教序

五経・部首

干禄・序

干禄字書

五経文字

五経文字

法華義疏

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

聾瞽指歸

無量義経

墨流本朗詠

関戸本朗詠

藤原行成

節用

節用

書札節用文章

消息文鑑
尺牘楷梯

力 5

刀 5

刀 5

力 5 教科書〈俗〉

明治の漢字

干禄〈通〉

劫
現代中国

助
現代中国睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

武氏祠画像
題字

霊臺碑

王献之

智永千字文

楽毅論

集字聖教序

智永千字文

敬史君碑

太妃侯造像記

暉福寺碑

比丘法生造像記

雁塔聖教序

信行禅師碑

大像寺碑銘

倪寛伝賛

大像寺碑銘

干禄字書

五経文字

五経文字

光明皇后
楽毅論

光明皇后
杜家立成

王勃詩序

90 91

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【力】力
0
加

3
功

3
劣

4
劫

5
助

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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戸期の版本版の五経文字もまた異なる。
【効】古くは「交 +攴」だったようだ。後漢代には「攴」は
略されて「攵」になっている。南北朝期には「効」が現れる。
干禄字書では「効」と「效」は別字扱い。九経字様では「效」
が親字で「効」は訛、つまり異体字。その九経字様にしても

旁は「攴」の略体の「攵」が採用されている。欧陽詢は皇甫
誕碑で「効」を九成宮醴泉銘で「效」を書いている。日本で
は上代に「效」の使用例があるが、中世以降には見えない。
康煕字典には「効」と「效」の両方が載っているが、「效」の
旁は「攴」ではなく「攵」だ。現代中国では「效」を用いる。

【努】篆書や隷書では「怒」を使う。
【励】「勵」の「萬」を「万」にかえた字体。中国では宋代の
印刷本に使われているが、書道字典には見えない。日本では
江戸時代に多く使われる。弘道軒には「励」の字体しかない。
説文篆文では「勱」の字体のみ掲載。五経文字にも「勱」だけ

が掲載。康煕字典には「勵」と「勱」が異体字ではなく別々
に掲載されている。
【労】「火」二つを点三つに略すのは江戸時代から。
【劾】武威漢簡では旁が「刀」。干禄字書では旁が「刃」の字
体が〈通〉。干禄字書と五経文字では微妙に異なる。また江

努

励
勵

労
勞

劾

効
效

ド
つとめる
ゆめ

レイ
はげます
はげむ

ロウ
いたわる
つかれる
ねぎらう

ガイ

コウ
きく
いたす
ならう

教 4常①

常①

②

教 4常①

②

常①

教 5常① 伝藤原行成 開化往来

力 6

力 6

攴 6

明治の漢字
〈許容〉

明治の漢字
〈標準〉

○

○

干禄〈通〉

九経〈訛〉

劾
現代中国

效
現代中国甲骨

甲骨

金文

毛公鼎

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

武威漢簡

武威漢簡

曹全碑

書譜

智永千字文 智永千字文 元栓墓誌

元寿妃麴氏墓誌

皇甫誕碑

樊興碑

九成宮

干禄字書

五経文字 江戸五経

干禄字書

干禄字書

九経字様

画図讃文

王勃詩序

元暦萬葉①

東寺観智院
本三宝絵詞

藤原行成
益田本白詩

女大学

節用

消息往来

節用

七夕

節用

力 5

力 13

力 15

力 10

古文

國定教科書

許容体

標準体

○

北宋・蘇軾

努
現代中国

励
現代中国

劳
現代中国甲骨 金文

甲骨 金文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

上海楚竹書

包山楚簡

中山王方壷

説文篆文

説文篆文

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆 張景造土牛碑 淳化閣帖

熹平石経

書譜

集字聖教序

集字聖教序

興福寺断碑 穆玉容墓誌 随 孟顕達碑

敬史君碑

元栓墓誌

皇甫驎墓誌

圭峰禅師碑

韋頊墓誌

九成宮

江戸五経

招来目録

美努丘萬墓誌

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

92 93

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【力】努
5
励

5
労

5
劾

6
効

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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「勉」の字体の母型はなかった。
【勘】説文にはなく新附で追加された。新附と五経文字では
「甘＋匹＋力」の字体だが康煕字典はそれに従っていない。
偏の2本の縦線のうち、左の縦線を上に出さない字体が平安
から江戸にかけて見られる。

【勅】古代の文字を見ると、旁は「力」のものと「攴（攵）」の
ものの両方があるようだ。説文篆文には「攵」部に「敕」の
字体があるが、「力」部に「來＋力」の字体がある。五経文字
では正字は「敕」のみ。康煕字典には4種類の字体が掲載さ
れている。現代中国では「敕」を用いる。

【勉／勉】中国では昔も今も正字も慣用字体もすべて「勉」。
康煕字典にも「勉」はあるが「勉」はない。「勉」が現れる
のは日本の江戸期だが、草書は「勉」をくずした字体。漱石
も江戸期と同じ。当用漢字表は「勉」で、当用漢字字体表で
「勉」に変更。当用漢字字体表の発表時、岩田母型製造所には

勅
敕

勃

勇
勇

勈

勉
勉

勘
動

チョク
いましめる
みことのり

ボツ
にわかに
おこる
にわかに

ユウ
いさむ
いさましい

ベン
つとめる

カン
かんがえる

ドウ
うごかす
うごく
ややもすれ
ば

常①

②

新①

教 4常①

教 3常①

人③

常①

教 3常①

勉
花園天皇

藤原頼通
御堂関白記

粘葉本朗詠

女用文章

節用

節用

力 7

力 9

力 9

古文

強化社〈正〉

教科書〈俗〉

× 現代中国

勘
現代中国

动
現代中国毛公鼎

睡虎地秦簡

包山楚簡

天皇観卜筮簡

説文篆文

説文新附

説文篆文

説文古文

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

孟琁残碑 教科書〈俗〉

曹全碑 十七帖

王献之

興福寺断碑

簫憺碑

敬史君碑

皇甫驎墓誌

論経書詩

李靖碑

馬王堆

諸経要集

九成宮

五経・序

聾瞽指歸

最澄 越州録

王勃詩序

元暦萬葉①

元暦萬葉②

節用

礼容筆粋

節用

節用

力 7

攴 7

力 8

力 7

力 7

力 7

力 7

陸軍

陸軍〈本字〉

明治の漢字

○

×

干禄〈俗〉

敕
現代中国

勃
現代中国

勇
現代中国

毛公鼎

金文

金文

金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

天皇観遣策簡

包山楚簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

集字聖教序

集字聖教序

居延漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

史晨後碑

禮器碑

樊敏碑

魯峻碑

魯峻碑陰

孔彪碑

趙寬碑

書譜

元栓墓誌

論経書詩

司馬顕姿墓誌

敬史君碑

鄭羲下碑

金光明経②

楊大眼造像

敬史君碑

九成宮

于立政
于志寧碑

九成宮

度人経

等慈寺碑

弔比干墓文

五経文字

干禄字書

五経文字

琱玉集

王勃詩序

琱玉集

94 95

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【力】勅
7
勃

7
勇

7
勉

8
勘

9
動

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【務】「力」を下部中央に書く移構の文字が日本にはある。
「攴」は「攵」に変化するが「夂」に誤ることがある。弘道軒
が「夂」に誤った字体。現代中国も「夂」の字体。
【勝】干禄字書で偏の「月」の中が横線なのを五経文字で点に
訂正し、「舟」部に載せている。康煕字典も文部省活字も同様

に点。当用漢字表もこの図版でははっきりしないが点であっ
たとされる。
【募】康煕字典ではこの字のくさかんむりを4画に数える。
【勢】説文篆文にはなく、新附で追加された。左上の部分に
様々な字体がある。

務

勤
勤

勝
勝

募
勧
勸

勢

ム
つとめる
つとまる

キン
ゴン
つとまる
つとめる

ショウ
かつ
まさる
たえる

ボ
つのる

カン
すすめる

セイ
いきおい

教 5常①

教 6常①

人③

教 3常①

常①

常①

教 5常①

藤原行成

元暦萬葉①

元暦萬葉②

民家童蒙解

家道訓

消息往来

力 9

力 11

教科書〈俗〉

×

务
現代中国

勤
現代中国

中山王方壷

金文 中山王方壷

睡虎地秦簡 説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

趙寬碑

張景造土牛碑

樊興碑

嵩山開母廟
石闕銘

石門頌

智永千字文 興福寺断碑

淳化閣帖

孫秋生造像

鄭羲下碑

呉瑱墓誌

等慈寺碑

随 孟顕達碑

皇甫誕碑

九成宮

孔子廟堂碑

五経・序

江戸干禄

五経文字

聖武天皇雑集

王勃詩序

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

元暦萬葉④

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉①

節用

節用

開化一寸用文

節用

草偃和言

絵本通俗
三国志

節用

力 10

古文

力 11

力 17

力 11

教科書〈俗〉

教科書〈俗〉

教科書〈俗〉

明治の漢字

× 江戸干禄〈通〉

干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

胜
現代中国

募
現代中国

劝
現代中国

势
現代中国

包山楚簡

天皇観卜筮簡

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文新附

銀雀山竹簡

武威漢簡

居延漢簡

甘谷漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

孔彪碑

李孟初神祠碑

王献之

智永千字文

十七帖

集字聖教序

王献之

淳化閣帖

孫秋生造像

弔比干墓文

龍碑造像記

檀賓墓誌

張猛龍碑

于纂墓誌

敬史君碑

元顕魏墓誌

高湛墓誌

李璧墓誌

孔子廟堂碑

九成宮

文選

信行禅師碑

段志玄碑

皇甫誕碑

泉男生墓誌

等慈寺碑

江戸干禄

江戸五経

干禄字書

五経文字

王勃詩序

光明皇后杜
家立成 上代・琱玉集

聖武天皇雑集

性霊集

大聖武

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

琱玉集

96 97

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【力】務
9
勤
10
勝
10
募
10
勧
11
勢
11

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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けていると思われる。
【匂】国字。平安時代以降に使用例が確認できる。小野道風
「屛風土台」では「勾」の字体を書いている。
【匁】国字。江戸時代以降に使用例が確認できる。文部省活
字では「夂」の部首に分類されている。2010年に常用漢字か

らはずされ人名用漢字になった。【勲】「員」に従う字体があり、後にもまれに書かれることが
ある。
【勾】もとは「句」の異体字だったようである。干禄字書は
「勾」を〈俗〉、「句」を〈正〉としている。「勾配」の「勾」
という用法は江戸期になって見られる。江戸期には「句」の

「口」を点とする字体の使い分けも現れる。江戸期は「句」と
「勺」の字体が衝突する。北魏では「句」の字種として「勾」
の字体を使うことが圧倒的多数派だが唐代になると「勾」の
字体は見えず、「句」に統一されている。法華義疏は「勾」の
字体を書いているので唐代よりも古い時代の字体の影響を受

常→人①

勲
勳

勺

勾
句

匂

勿

匁

クン
いさお

シャク

コウ
まがる
とらえる

ク

におい
におう

モチ
ブツ
なかれ
なし

もんめ

常①

人②

常→人①

人→新①

教 5常①

人→新①

人①

藤原公任
北山抄 元禄太平記 力 14

古文

教科書〈俗〉

明治の漢字

陸軍〈古字〉

× 唐・褚遂良 哀冊

勋
現代中国中山王方壷 説文篆文

説文古文

石門頌

張表碑

興福寺断碑 爨龍顔碑

寇憑墓誌

元虔墓誌

泉男生墓誌 九経〈説文〉

九経〈隷省〉

篆隷萬象名義

九條本延喜式⑦

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

屛風土台

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

節用

小笠原諸札大全

節用

女庭訓往来

節用

勹 1

勹 2

口 2

勹 2

明治の漢字 ○

江戸干禄〈俗〉

勺
現代中国

勾
現代中国

句
現代中国

国字

勿
現代中国

殷・金文

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

大盂鼎

金文

金文

金文

金文

望山楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

侯馬盟書

郭店楚簡

睡虎地秦簡

子弾庫楚帛

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文或体

馬王堆 武威漢簡

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

居延漢簡

熹平石経

熹平石経 十七帖 王献之

張猛龍碑

馬振拝造像

十地論⑤

張猛龍碑

爨宝子碑

張去奢墓誌

孟法師碑

九成宮

江戸干禄

五経文字

篆隷萬象名義

法華義疏

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

五穀無尽蔵 国字

98 99

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【力】勲
13
【勹】勺

1
勾

2
匂

2
勿

2
匁

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



用漢字字体表の字体は康煕字典など明朝体の字体である。五
経文字の字体は偏の払いが右に出ない。
【匝】「帀」が元の字らしい。南北朝期に「帀」に「しんにょ
う」が加わった異体字が現れる。「匝」は「しんにょう」を
「L」のように書いたものと「帀」の1画目の横線とが合体し

て「匚」と解釈されたものだろう。【包】正字は「包」で、隷書でも「包」。唐代以降は「包」「包」
どちらの字体も書かれてきた。当用漢字表では「包」だが当
用漢字字体表で「包」に変更された。変更する必要があった
のだろうか。当用漢字字体表の発表時点で岩田母型に「包」
の字体はなかった。

【化】古代の文字および説文篆文に照らせば「化」ではなく
「化」が正字であり、手書きでも正字が多く書かれてきた。康
煕字典の字体は不自然。
【北】手書き書体で、偏の縦線が下に突き出ることはない。正
字体の多い文部省活字でさえ偏の縦線は下に出ていない。当

包
包

化
化

北

匙
匝
帀

ホウ
つつむ

カ
ケ
ばかす
ばける
かわる

ホク
きた
にげる

シ
ヒ
さじ

ソウ

教 4常①

教 3常①

教 2常①

①

①

粘葉本朗詠

関戸本朗詠

永承五年祐子
内親王家歌合⑩

元禄太平記

小笠原
諸札大全

絵本拾遺
信長記

養蚕秘書

節用

勹 3

匕 2

匕 3

匕 9

匚 3

巾 1

教科書〈異字〉 字典体

標準体

×

干禄〈通〉

包
現代中国

化
現代中国

北
現代中国

匙
現代中国

匝
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

包山楚簡

金文

金文

金文

金文

金文

金文

金文

金文

里耶秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

子弾庫楚帛

包山楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

包山楚簡

包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

熹平石経

封龍山頌

北海相景君碑

光和三公山碑

書譜

集字聖教序

淳化閣帖

蘭亭叙

興福寺断碑

鄭羲下碑

元緒墓誌

元詳造像記

元有墓誌

檀賓墓誌

皇甫誕碑

信行禅師碑

雁塔聖教序

雁塔聖教序

皇甫誕碑

道因法師碑

無上秘要㉙

五経文字

江戸五経

五経・序

江戸五経・序

干禄字書

篆隷萬象名義

法華義疏

王勃詩序

法華義疏

王勃詩序

奝然繫念人
交名帳

無量義経

篆隷萬象名義

佚名白詩

100 101

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【勹】包
3
【匕】化

2
北

3
匙

9
【匚】匝

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【匡】南北朝期以降は「主＋ L」の字体が多数派。五経文字
〈隷省〉は「匚」に点があるが、江戸期の版本版の五経文字に
は点がないので、この点は石の欠けだろうと思う。
【匠】中国の南北朝から日本の中世まで「匚」の「L」を「辶」
と誤った字体が多数派。

【匹】「L」を「辶」と誤った字体がある。「疋」と「匹」は異
体字として扱われることがある。五経文字では「疋」を〈訛〉
としている。現代中国では「疋」と「匹」を統合して「匹」
のみを使う。「疋」は「足」と字体が同じになることがある。
江戸版本に「区」の字体がある。

匡

匠

匪

区
區

匹
匹

疋

キョウ
ただす

ショウ
たくみ

ヒ

ク

ヒツ
ひき
たぐい

ひき
あし

人①

常①

①

教 3常①

常①

人①

関戸本朗詠

元暦萬葉⑥

前田本北山抄

尊円親王

和歌体十種

花園天皇
誡太子書

金剛山
埋経願文

日本紀
竟宴和歌

関戸本朗詠

平安高陽院
水閣歌合

琱玉集

性霊集 節用

百官名尽

算法地方大成

節用

国恩教諭
実能名留樹五常俗談集

節用

匚 4

匠 4

匚 8

匸 9

匸 2

疋 0

陸軍

陸軍

陸軍 部首として

○

○

干禄〈俗〉

干禄〈俗〉

五経〈訛〉

匡
現代中国

匠
現代中国

匪
現代中国

区
現代中国

匹
現代中国

匹
現代中国

「足」説文

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

金文

金文

侯馬盟書

金文

金文

曽侯乙墓

望山楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

戦国・金文

甲骨

甲骨

説文篆文

説文或体

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文殷・金文

天皇観遣策簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

武威漢簡

敦煌漢簡

石門頌

張景造土牛碑

石門頌

桐柏廟碑

張遷碑

武栄碑

智永千字文

書譜

智永千字文

集字聖教序

智永千字文

興福寺断碑

鄭羲下碑

高貞碑

南石窟寺碑

劉碑造像記

爨龍顔碑

始平公造像

爨龍顔碑

牛闕造像記

元延明墓誌

元栓墓誌

皇甫誕碑

弔比干墓文

昭仁寺碑

泉男産墓誌

仏地経

老子徳経下

九成宮

雁塔聖教序

伊闕仏龕碑

契苾明碑

善才寺碑

五経〈説文〉

五経〈隷省〉 江戸五経〈隷省〉

干禄字書

干禄・序

九経字様

干禄字書

五経文字

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

法華義疏

最澄
空海請来目録

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

王勃詩序

聾瞽指歸 篆隷萬象名義

102 103

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【匚】匡
4
匠

4
匪

8
【匸】区

2
匹

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【医】「医」と「醫」はもともとは別字。「醫」の略体が「医」
と字体衝突した。「醫」の略体として「医」を使うのは江戸期
からか。江戸版本では「医」が大多数。干禄字書では「巫」
に従う字体を〈通〉としているが、五経文字では〈俗〉とし
ている。文部省活字は「醫」だが、太宰治は『人間失格』の

直筆原稿中、「醫」を1回、「医」を7回使っているところを
見ると、略体の「医」は学校教育とは別にかなり浸透してい
たと推定できる。

医
醫

匿

十

千

イ
いやす

トク
かくす
かくれる

ジュウ
ジツ
と
とお

セン
ち

教 3常①

②

常①

教 1常①

教 1常①

絹地切㵎底松

絹地切㵎底松

元暦萬葉⑰

離洛帖

関戸本朗詠

関戸本朗詠

肥後孝子伝

農家用文章大全

節用

節用

節用

農家調宝記嗣篇

匸 5

酉 11

匸 9

十 0

十 1

弘道軒

漢字要覧

陸軍

明治の漢字

陸軍

○

江戸干禄〈通〉

江戸干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

医
現代中国

匿
現代中国

十
現代中国

千
現代中国

甲骨 大盂鼎

甲骨

甲骨

金文

子弾庫楚帛

子弾庫楚帛

金文

大盂鼎

中山王鼎

侯馬盟書

大盂鼎

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

子弾庫楚帛

睡虎地秦簡

説文篆文

説文〈医〉

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

敦煌漢簡

馬王堆

衡方碑

楊淮表記

朝侯小子残碑

開通褒斜道刻石

曹全碑

開通褒斜道刻石

禮器碑陰

禮器碑陰

史晨前碑

集字聖教序

十七帖

智永千字文

太宗温泉銘

集字聖教序

集字聖教序

元萇振興温泉頌

大般涅槃経⑧

谷渾璣墓誌

于仙姫墓誌

張猛龍碑

魏霊蔵造像

房玄齢碑

雁塔聖教序

雁塔聖教序

九成宮

江戸干禄

五経文字

五経文字

干禄字書・序

五経文字・序

光明皇后

最澄

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

104 105

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【匸】医
5
匿

8
【十】十

0
千

1

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【升】南北朝以降は咎なし点が付くことが多い。逆にいうと
隷書には咎なし点は付かない。
【半】漢字整理案に字典体と標準体の別がある。当用漢字字
体表で標準体が採用されたが、岩田母型製造所にはその字体
の母型がなく、新刻された。

午

升

半

ゴ
うま

ショウ
ます
のぼる

ハン
なかば

教 2常①

常①

教 2常①

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑬

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

農家調宝記嗣篇

節用

農家用文章大全

消息案文

節用

十 2

十 2

十 3 字典体

標準体

×

江戸五経〈訛〉

午
現代中国

升
現代中国

半
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

金文

侯馬盟書

金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

秦公𣪘

包山楚簡

睡虎地秦簡

秦公𣪘

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

敦煌漢簡

武威漢簡

銀雀山竹簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆 三老諱字忌日記

石門頌

熹平石経

曹全碑

石門頌

陽三老石堂

智永千字文

淳化閣帖

王献之

淳化閣帖

集字聖教序

淳化閣帖

孫秋生竿造

弔比干墓文

爨宝子碑

元延明墓誌

元颺墓誌

孟法師碑

温彦博碑

孔子廟堂碑

道因法師碑

孟法師碑

雁塔聖教序

破邪論序

干禄・跋

江戸五経

九経〈説文〉

九経〈隷省〉

伝空海
二荒山碑文

杜家立成

王勃詩序

106 107

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【十】午
2
升

2
半

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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の様式なのかもしれない。この角を字画として書いたものは
説文以降もなかったが、字画として解釈したものが康煕字典
の字体に採用されている。九経字様は「甲＋又」としている
が甲の下部の縦線をまっすぐに書いている。これは説文篆文
と見比べるとおかしな解釈だとおもう。説文篆文を正字の根

拠とするなら、正字は常用漢字の「卑」ではなく、人名用漢
字の「卑」の方だろう。中国常用も「卑」を採用している。

【協】説文に「叶」の字体の或体と「日＋十」の字体の古文が
ある。五経文字では「恊」を訛とはせず、「心部亦有恊字與此
同並訓和案」としている。
【卒】南北朝期に「卒」から異体字の「卆」ができる過程がよ
くわかる。

【卓】石門頌では伸ばす線がまだ1本に統一されていない。
【卑】金文では「田＋攴」だが、説文では「甲＋又」になっ
ている。「攴」の上部を「田」と合体させて「甲」にしてし
まったのだろう。「甲」に角がついているが、説文では「甲」
単体の字にも角がついているので、これは字画ではなく説文

協
恊

卒
卆

卓

卑
卑

キョウ
かなう

ソツ
おわる
ついに
にわかに

タク

ヒ
いやしい
いやしむ
いやしめる

ヒ
いやしい
いやしむ
いやしめる
ひくい

教 4常①

教 4常①

常①

人③

常①

花園天皇
誡太子書

元暦萬葉⑳

金沢万葉②

上宮聖徳
法王帝説

花園天皇
誡太子書

和歌体十種

女大学

節用

庭訓往来

十 6

古文

十 6

十 6

陸軍〈通用字〉

陸軍〈古字〉

干禄〈通〉

协
現代中国

卒
現代中国

卓
現代中国

殷・金文

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

散氏盤

金文

金文

金文

金文

金文

仰天湖竹簡

金文

金文

侯馬盟書

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

包山楚簡

天皇観卜筮簡

天皇観卜筮簡

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

武威漢簡

封龍山頌

趙寛碑

乙瑛碑

鮮于璜碑

鮮于璜碑陰

北海相景君碑

石門頌

尹宙碑

淳化閣帖

淳化閣帖

王献之 元洛神墓誌

高貞碑

鄭羲下碑

暉福寺碑

王興之夫婦墓誌

王丹虎墓誌

孫遼図銘記

弔比干墓文

敬史君碑

爨龍顔碑

皇甫誕碑

道因法師碑

倪寛伝賛

史事帖

昭仁寺碑

霍墓誌

裴鏡民碑

伊闕仏龕碑

五経文字

江戸五経〈古文〉

江戸五経〈別体〉

干禄字書

五経文字 江戸五経〈訛〉

江戸五経〈訛〉

五経〈説文〉

五経〈隷省〉

干禄字書

法華義疏

聖武天皇雑集

琱玉集

画図讃文

居延漢簡

藤原朝隆

佚名白詩

謹身往来

節用

十 6 × 江戸九経〈訛〉

卑
現代中国金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

郭店楚簡

郭店楚簡

説文篆文 馬王堆

馬王堆

馬王堆 王舎人碑

石門頌 智永千字文 黄庭経

高貞碑

元彦墓誌 孔子廟堂碑

楊汲楊執一墓誌

九経字様

干禄字書

王勃詩序

聾瞽指歸

108 109

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【十】協
6
卒

6
卓

6
卑

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



字の「卑」の方だろう。中国常用も「卑」を採用している。
【博】右上の点はつけないことの方が多いようだ。説文篆文
を見ても、どうしても点をつけなければならない字体には見
えない。干禄字書の字体を五経文字で訂正している。

【卑】金文では「田＋攴」だが、説文では「甲＋又」になっ
ている。「攴」の上部を「田」と合体させて「甲」にしてし
まったのだろう。「甲」に角がついているが、説文では「甲」
単体の字にも角がついているので、これは字画ではなく説文
の様式なのかもしれない。この角を字画として書いたものは

説文以降もなかったが、字画として解釈したものが康煕字典
の字体に採用されている。九経字様は「甲＋又」としている
が甲の下部の縦線をまっすぐに書いている。これは説文篆文
と見比べるとおかしな解釈だとおもう。説文篆文を正字の根
拠とするなら、正字は常用漢字の「卑」ではなく、人名用漢

単
單

南

卑
卑

博

タン
ひとえ

ナン
ナ
みなみ

ヒ
いやしい
いやしむ
いやしめる
ひくい

ヒ
いやしい
いやしむ
いやしめる

ハク
バク
ひろい
ひろめる

教 4常①

人②

教 2常①

常①

人③

教 4常①

粘葉本朗詠澄清堂帖

元永本古今

元永本古今

花園天皇

節用

再板農業全書

謹身往来

後家
続消息往来

十 7

古文

古文

十 10 × 干禄〈通〉

南
現代中国

博
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

散氏盤

大盂鼎

金文金文

睡虎地秦簡

包山楚簡

金文

金文

説文篆文

説文古文

説文篆文

敦煌漢簡

馬王堆 武威漢簡

新居延漢簡

敦煌漢簡

馬王堆

敦煌漢簡

馬王堆

敦煌漢簡

三老諱字忌日記

禮器碑

西狭頌

曹全碑陰

書譜

集字聖教序

集字聖教序

鄭長猷造像

鄭羲下碑

鄭羲下碑

等慈寺碑

九成宮

伊闕仏龕碑

元継墓誌

五経・序

干禄字書

五経文字 江戸五経

王勃詩序

王勃詩序

色紙法華経⑧

色紙法華経⑧

藤原定家

書札重宝記

商売往来 口 9 × 江戸干禄〈俗〉

单
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

子弾庫楚帛

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

鮮于璜碑陰 十七帖 楽毅論

鄭述祖天柱山銘

元珍墓誌 温彦博碑

永秦公主墓誌

江戸干禄

王勃詩序

法華義疏

杜家立成

散氏盤 侯馬盟書 尹宙碑

藤原朝隆

佚名白詩

謹身往来

節用

十 6 × 江戸九経〈訛〉

卑
現代中国金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

郭店楚簡 説文篆文 馬王堆

馬王堆 王舎人碑

石門頌 智永千字文 黄庭経 元彦墓誌 孔子廟堂碑

楊汲楊執一墓誌

九経字様 王勃詩序

聾瞽指歸

110 111

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【十】単
7
南

7
卑

7
博
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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卜

占

卦
卯
夘

ボク
うらない
うらなう
ぼくのと

セン
うらなう
しめる
うらない

ケ
カ
うらかた

ボウ
う

人①

常①

①

人①

②

元暦萬葉②

元暦萬葉②

宇多天皇

元暦萬葉①

藤原頼道

節用

節用

節用

謹身往来

暦日講釈

卜 0

古文

卜 3

卜 6

卩 3

康煕古文

明治の漢字

卜
現代中国

占
現代中国

卦
現代中国

卯
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

侯馬盟書

金文

甲骨 散氏盤

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

包山楚簡

侯馬盟書 睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

武威漢簡

武威漢簡

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

熹平石経

熹平石経

禮器碑

史晨前碑 黄庭経

元詳墓誌

馮華墓誌

元誘妻馮氏墓誌

鄭羲下碑

皇甫誕碑

孔子廟堂碑

孔穎達碑

永泰公主墓誌

雁塔聖教序

曹婦人墓誌

王勃詩序

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

112 113

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【卜】卜
0
占

3
卦

6
【卩】卯

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【卵】複数の字典に九経字様の例が載っているが、官板の九経
字様には見えない。西安の石碑にはあるのだろうか。

【印】行書の偏は横線2本を書き「レ」を書くのが一般的な書
き順。したがって偏の縦線は下に突き抜けない。一画目は左
から右に書く。平安以降は咎なし点をつけることが多い。
【却】「卻」の異体字で五経文字や康煕字典では俗字とされて
いるがその出現は早く、漢代にまでさかのぼる。文部省活字

も俗字を採用している。旁を「阝」と誤ったものも多い。
【即】漢代の隷省／隷変である。康煕字典には「卽今作即」と
ある。開成石経でもこの字体が使われている。文部省活字も
この字体を採用している。漱石は正字と通字の折衷のような
字体を書いている。

印

危
危

却
卻

即
卽

卵

イン
しるし

キ
あぶない
あやうい
あやぶむ

キャク
かえって
しりぞく
しりぞける

ソク
すなわち
たとえ
つく
もし

ラン
たまご

教 4常①

教 6常①

常①

②

常①

人③

教 6常①

元暦萬葉⑦

元暦萬葉⑲

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

元暦萬葉⑳

元暦萬葉①

墨流本朗詠

開化往来

節用

小笠原諸札大全

絵本黴瘡軍談

節用

節用

後家 続消息往来

再板農業全書

卩 4

卩 4

卩 5

卩 7

卩 6

卩 5

卩 7

國定教科書

陸軍

漢字要覧

陸軍

陸軍

漢字要覧

教科書〈同字〉

教科書〈俗〉

×

×

江戸五経〈俗〉

正始石経

印
現代中国

危
現代中国

却
現代中国

即
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

毛公鼎

金文

大盂鼎

史頌𣪘

金文

金文 睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

郭店楚簡

中山王方壷

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

敦煌漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

元嘉画像石

石門頌

甫阝閣頌

史晨前碑

乙瑛碑

石門頌

書譜

万歳通天進帖

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

大観帖

集字聖教序

弔比干墓文

劉碑造像記

論経書詩

金光明経②

摩訶般若
波羅蜜経

高貞碑

論経書詩

温彦博碑

雁塔聖教序

孔子廟堂碑

昭仁寺碑

漢書簫望之伝

等慈寺碑

等慈寺碑

五経文字

五経文字

開成石経

聾瞽指歸

杜家立成

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

花園天皇誡
太子書 年始状

開化往来

卩 5

卵
現代中国睡虎地秦簡

望山楚簡

説文篆文

説文古文逸字

馬王堆

馬王堆

甫阝閣頌 九経〈説文〉

九経〈隷変〉

篆隷萬象名義

類聚古集⑰

114 115

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【卩】印
4
危

4
却

5
即

5
卵

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



されている字体には「卩」の中に点があるが、これは誤りで
はないだろうか。『五體字類』（3版）では「卩」の中の点を省
いている。
【厄】五経文字の親字ではなく説明にこの字が使われている。
【厘】「厘」「廛」「釐」が同字種の異体字なのか、別字なのか。

古代には「厘」にあたる字体は見えない。王羲之が宋搨祖石
絳帖で草書の「釐」を書いているが、字体は「厘」のような
ので、「釐」の草書から「厘」ができたと考えることもでき
る。北魏では「廛」の字種に「土＋厘」を書いたり、「厘」を
書いたりしている。官板干禄字書では「厘」と「廛」を同字

【卸】江戸干禄では、偏を「垂」としたものを〈正〉とし、偏
の下部を「山」とするものを〈通〉としているが、五経文字
では、「卸」を正字として修正している。漱石は江戸干禄に掲
載の2種の字体を書いている。漱石は干禄字書を持っていた
のかもしれない。

【卿】説文篆文に従えば「卿」になるはずだが、そのような字
体は五経文字の他にみつからない。漢代から「卿」を書いて
おり、干禄字書も日本の文部省活字もそれに倣っている。康
煕字典は「卿」を採用しているが、「即」の字種では「卽」を
採用しており、一貫していない。官板 五経文字の〈石経〉と

卸

卿
卿

卿

厄

厚

厘
廛

シャ
おろし
おろす

キョウ
ケイ

ヤク
わざわい

コウ
あつい

リン

テン
みせ
やしき

常①

人①

常①

教 5常①

常①

元暦萬葉②

元暦萬葉②

金峰山埋経願文

粘葉本朗詠

節用

本佐録

節用

農家調宝記嗣篇

節用

卩 9

厂 2

厂 7

古文

陸軍

陸軍

陸軍

卿
現代中国

厄
現代中国

厚
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷 金文

甲骨

金文

金文

金文

金文

望山楚簡

望山楚簡金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

乙瑛碑

史晨前碑

張遷碑

史晨前碑

西狭頌

熹平石経

十七帖

十七帖

東方朔画賛

集字聖教序

集字聖教序

鄭羲下碑

王馨墓誌

元祐墓誌

王遷墓誌

九成宮

泉男生墓誌

李寿墓誌

度人経

伊闕仏龕碑

温彦博碑

于志寧碑

干禄・序

五経〈説文〉

五経〈石経〉

五経〈説文〉

五経〈隷省〉

王勃詩序

聾瞽指歸

賢愚経断簡

杜家立成

杜家立成

篆隷萬象名義

古今千五百
題発句集

節用 卩 7 江戸干禄〈通〉

卸
現代中国説文篆文 古文尚書⑤ 五経文字 王勃詩序

聾瞽指歸

算法地方大成

广 12

厂 7 漢字要覧

江戸五経〈訛〉

厘
現代中国郭店楚簡 説文篆文

和邃墓誌

孫遼浮図銘 陸紹墓誌

美人薫氏墓誌 五経文字

江戸干禄

江戸干禄
〈厘の或体〉

116 117

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【卩】卸
7
卿

8
【厂】厄

2
厚

7
厘

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



ば五経文字の字体が正字ということになるだろう。文部省活
字は干禄字書でいう〈俗〉を採用している。

種、「釐」は別字としている。康煕字典は「厘」の項に「俗作
釐省非」とある。漢字要覧では「物ノ数量ヲ記スル時ニ限リ
テ、別體ヲ用ヰルモ妨ナシ」とし「厘」は「釐」の異体字の
特別な用法とする。明治の漢字もは「厘」を「釐」の許容と
する。陸軍幼年学校用事便覧は「實ハ別字」とする。

【原】古代の文字を見ると〈泉〉に角（つの）はついていない。
角をつけるのは字体の差ではなく、説文の様式の差なのでは
ないだろうか。干禄字書では角ありを〈正〉、角なしを〈俗〉
とする。五経文字に異体字があり、
【廐】この字は元 「々广」の字らしい。説文篆文を根拠とすれ

釐

原

廐
廐

廏

厨
廚

リ
おさめる

ゲン
はら
たずねる
もと

キュウ
うまや

ズ
チュウ
くりや

教 2常①

人①

人①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉⑬

上宮聖徳
法王帝説

無量義経

江戸方角

算法地方大成

節用

節用

庭訓往来

節用

庭訓往来

厂 8

古文

古文

厂 11

广 11

广 12

广 12

明治〈標準〉

明治〈許容〉

明治〈標準〉

明治〈許容〉

明治〈許容〉

江戸干禄〈俗〉

干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

江戸五経〈訛〉

江戸干禄〈通〉

原
現代中国

厩
現代中国

廄
中国繁体

厨
現代中国

散氏盤

散氏盤

大克鼎

金文

金文

曽侯乙墓

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

包山楚簡

里耶秦簡

戦国・金文

戦国・金文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

石門頌

張遷碑陰

熹平石経

元嘉画像石

書譜 鄭羲下碑

于景墓誌

皇甫誕碑

宋夫人墓誌

道因法師碑

春秋穀梁伝
集解

礼記鄭玄注③

元悌墓誌

江戸干禄

五経文字

干禄字書

五経文字

五経文字

江戸干禄

王勃詩序

聾瞽指歸

花園天皇 里 11

古文

漢字要覧 江戸干禄〈俗〉

金文

金文 郭店楚簡

金文

金文

説文篆文 王舎人碑 宋搨祖石絳帖 集字聖教序 檀賓墓誌 雁塔聖教序

史記燕召公
管蔡世家残巻

江戸干禄 篆隷萬象名義

118 119

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【厂】原
8
廐
10
厨
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



厭

厳
嚴

去
厺

エン
オン
ヨウ
あきる
いとう

ゲン
ゴン
おごそか
きびしい

キョ
コ
さる

①

経 6常①

人②

教 3常①

元暦萬葉⑩ 節用 厂 12

厌
現代中国毛公鼎 包山楚簡 説文篆文 馬王堆 智永千字文 興福寺断碑 金光明経② 等慈寺碑 五経文字 王勃詩序

上宮聖徳
法王帝説

粘葉本朗詠

名家手簡

絵本黴瘡軍談 口 17

古文

×金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文篆文

説文古文

馬王堆 乙瑛碑

西狭頌

王献之十七帖

智永千字文

王僧墓誌

元珍墓誌

元洛神墓誌

元暉墓誌

高華英墓誌

鄭羲下碑

倪寛伝賛

倪寛伝賛

道因法師碑

五経文字

王勃詩序

杜家立成

法華義疏

聾瞽指歸

严
現代中国

元暦萬葉② 節用 厶 3

本字

陸軍〈本字〉

去
現代中国甲骨 金文

金文

金文

睡虎地秦簡 古璽

天皇観卜筮簡 古璽

郭店楚簡

説文篆文

泰山刻石 馬王堆

馬王堆

乙瑛碑 澄清堂帖

十七帖

初月帖 張猛龍碑 九成宮 干禄・序 王勃詩序

農家用文章大全馬王堆

敦煌漢簡

書譜 智永千字文 金光明経② 道因法師碑

性霊集

聾瞽指歸

寶林
金剛場陀羅尼経

王勃詩序

120 121

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【厂】厭
12
厳
15
【厶】去

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【又】金文には「右」という意味で「又」を用いている例があ
り、古璽には「有」という意味で「又」を用いている例があ
るという。

参
參

又

叉
及
及

サン
まいる
まじわる
みつ

ユウ
また

サ
シャ
また

キュウ
および
およぶ
およぼす

教 4常①

②

常①

人①

常①

元暦萬葉②

嵯峨天皇

元暦萬葉①

屛風土台

庭訓往来

本願念仏利益章

節用

又 0

又 1

又 2

古文

古文

睡虎地秦簡

○

又
現代中国

叉
現代中国

及
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

金文

大盂鼎

金文

毛公鼎

毛公鼎

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

郭店楚簡石鼓文

睡虎地秦簡

石鼓文

郭店楚簡

郭店楚簡

郭店楚簡

包山楚簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文古文

説文古文

居延漢簡

銀雀山竹簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆 史晨後碑

曹全碑

史晨後碑

十七帖

十七帖

興福寺断碑

蘭亭叙

蘭亭叙

集字聖教序

鄭羲下碑

元徽墓誌

中岳崇高霊廟碑

魏霊蔵造像

九成宮

房山雲居寺石経

孔子廟堂碑

九成宮

五経文字

五経文字

江戸干禄・序

五経・序

王勃詩序

仏説弥勒成仏経

王勃詩序

風信帖

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉④

七夕

書札重宝記

農家用文章大全

厶 9

古文

漢字要覧

陸軍

参
現代中国殷・金文 大克鼎

毛公鼎

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

子弾庫楚帛

包山楚簡

説文篆文

説文或体

馬王堆

武威医簡

史晨後碑

曹全碑

淳化閣帖

澄清堂帖

王献之 敬史君碑

元珍墓誌

爨龍顔碑

元虔墓誌

九成宮

孔子廟堂碑

道因法師碑

韋頊墓誌 倪寛伝賛

九経〈説文〉

九経〈隷省〉

王勃詩序

聖武天皇雑集

122 123

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【厶】参
6
【又】又

0
叉

1
及

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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「攴」で、説文篆文はその字体。陸軍幼年学校の用字便覧で
は、旁を「攴」とする字体を本字とする。我が国の常用漢字
の字体「収」は五経文字によれば〈訛〉。

【双】上代にアメカンムリに作る字がある。平安時代に小野
道風が屛風土台で2種の字体を使っている。江戸期以降は
「雙」よりも「双」の方が隆盛。弘道軒四号には「双」だけが
あり、「雙」がない。弘道軒三号には「雙」がある。
【友】1字に2カ所の右払いがある張猛龍碑は例外中の例外。

甲骨①や毛公鼎を楷書にすると「双」と字体が衝突する。
【収】偏を2画とする字書と3画とする字書がある。康煕字典
は2画としている。本書では参考にしている『JIS漢字字典』
に倣って3画とした。しかし「収」の異体字の「收」は『JIS
漢字字典』でなぜか「攴」の2画になっている。旁は本来は

双
雙

反

友

収
收

ソウ
ふた
ならぶ
ふたつ

ハン
タン
ホン
そらす
そる

かえす
かえる

ユウ
とも

シュウ
おさまる
おさめる

常①

②

教 3常①

教 2常①

教 6常①

人②

屛風土台

屛風土台

元暦萬葉①

開化一寸用文

謹身往来

算用地方指南

又 2

隹 10

又 2

古文

三号

漢字要覧

教科書〈正〉

教科書〈俗〉

○

干禄〈俗〉

双
現代中国

反
現代中国甲骨

甲骨

金文

望山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文篆文

説文篆文

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆 張遷碑

史晨後碑

睡虎地秦簡

二王帖

七月帖

集字聖教序

淳化閣帖

姨母帖

孫秋生造像

論経書詩

張猛龍碑

九成宮

九成宮

孔子廟堂碑

干禄字書

五経文字

五経文字

王勃詩序

大聖武

琱玉集

王勃詩序

元暦萬葉①

屛風土台

節用

女大学

又 2

古文

古文

古文

古文

明治の漢字 干禄〈俗〉

友
現代中国甲骨①

甲骨②

金文

侯馬盟書

毛公鼎

毛公鼎

郭店楚簡

郭店楚簡

説文篆文

説文古文

説文古文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

鮮于璜碑

張遷碑

張表碑

熹平石経

欧陽詢

智永千字文 大観帖

貝義淵蕭憺碑

元緒墓誌

元彦墓誌

高貞碑

張猛龍碑 爨龍顔碑

圭峰禅師碑

泉男生墓誌

干禄字書

五経〈説文〉

五経〈隷省〉

王勃詩序

杜家立成

聾瞽指歸

收

安宅切

久松切

墨流本朗詠

算法地方大成

節用

又 2

攴 2

教科書〈俗〉

教科書〈正〉

明治の漢字
〈許容〉

明治の漢字
〈標準〉

陸軍〈本字〉

許容体

標準体

陸軍〈正体〉

陸軍〈別体〉

江戸干禄〈通〉

五経〈訛〉

收
現代中国

中国繁体

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文篆文 銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

曹全碑

智永千字文 興福寺断碑 元毓墓誌

元萇振興温泉頌

于景墓誌

爨龍顔碑

等慈寺碑

王居士塼塔銘

信行禅師碑

江戸干禄〈正〉

五経文字

五経文字

王勃詩序

王勃詩序

124 125

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【又】双
2
反

2
友

2
収

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



で〈石経〉となっているが、開成石経に使われている字体は
「叔」なので、五経文字が示す石経は熹平石経か正始石経のこ
とだろう。
【叙】説文篆文では旁が「攴」だが、甲骨に従えば「又」でも良
さそうな気がする。子弾庫楚帛を見ると「攴」が「攵」になる

のが理解できる。「攴」にも縦線が中央のものと左に寄った
ものの2種がある。当用漢字表の手書き原稿では「敘」だっ
たが1946年の官報で印刷された字体は「敍」（の縦線が左に
寄ったもの）。翌年、官報で「敘」に訂正された。「敘」は人
名に使えない。

【受】甲骨の上の例が康煕古文に合致するもの。2番目が郭店
楚簡と合致するもの。睡虎地秦簡は「又」の上に「一」があ
り、この字体は漢代まで受け継がれている。さらにその字体
が「丈」に受け継がれているのかもしれない。
【叔】説文篆文に旁が「又」と「寸」の2種がある。五経文

字で〈石経〉となっている字体は、通用字体よりも点が1つ
少ない。この字体は拓本版の干禄字書にもある。石が荒れて
いて〈通〉なのか〈俗〉なのか判然としないが、残った部分
は「亻」に見えるのでたぶん〈俗〉なのだろうとおもって江
戸版の干禄字書で確認すると〈通〉になっている。五経文字

取

受

叔

叙
敍

敘

シュ
とる

ジュ
うかる
うける

シュク
おじ

ジョ
のべる

教 3常①

教 3常①

常①

常①

人②

②

元暦萬葉①

元暦萬葉①

節用

節用

又 6 干禄〈通〉

江戸五経〈訛〉

取
現代中国甲骨

甲骨

金文

毛公鼎

睡虎地秦簡

郭店楚簡

子弾庫楚帛

説文篆文

居延漢簡

馬王堆

馬王堆 桐柏廟碑

熹平石経

漢時帖

十七帖

十七帖

漢時帖

蘭亭叙

元継墓誌

于景墓誌

九成宮

皇甫誕碑

干禄字書

五経文字

王勃詩序

元暦萬葉①

杜家立成

墨流本朗詠本

算用地方指南

小笠原諸札大全

消息往来

又 6

古文

又 6

干禄〈俗〉

干禄〈通〉

受
現代中国

叔
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

大盂鼎

毛公鼎

大克鼎

金文

侯馬盟書

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

敦煌漢簡

武威漢簡

武威漢簡

桐柏廟碑

霊臺碑

禮器碑

曹全碑

澄清堂帖

十七帖

集字聖教序

唐・太宗

中岳崇高霊廟碑

弔比干墓文

奚智墓誌

黄夫人墓誌

元珍墓誌

元煕墓誌

劉碑造像記

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

皇甫誕碑

干禄字書

五経文字

干禄字書

五経〈説文〉

五経〈石経〉

王勃詩序

王勃詩序

琱玉集

粘葉本朗詠

敘

元暦萬葉①

元暦萬葉⑥

節用 又 7〈俗字〉

攴 7

明治の漢字〈本字〉

明治の漢字〈許容〉

陸軍〈正字〉

陸軍〈本字〉

陸軍〈許容字〉

手書き原稿

1946年官報

1947年官報・誤

1947年官報・正

江戸五経〈訛〉

江戸干禄〈通〉

叙
現代中国

中国繁体

甲骨 子弾庫楚帛

包山楚簡

説文篆文 史晨前碑

北海相景君碑

書譜 蘭亭叙第一本

蘭亭叙第三本

弔比干墓文

崔敬邕墓誌

御注金剛経
宣演巻上 江戸干禄

五経文字 王勃詩序

法華義疏

126 127

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【又】取
6
受

6
叔

6
叙

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【叛】北魏の王僧墓誌では、偏が「米」になっているが、これ
は「半」の草書を「米」と間違えたのだろう。
【叡】干禄字書に2種、五経文字に2種の正字体がある。
【右】書き順は中国では左払いを先に書くものが圧倒的に多
い。ところが日本に伝わったのは横線を先に書く書き順だっ

たようだ。平安中期には左払いを先に書くものと、横線を先
に書くものが共存するようになる。江戸期は横線を先に書く
ものが圧倒的に多くなり、左払いを先に書くものはごく少数
になる。現代中国では横線を先に書くそうだ。

叛

叡
睿

叢

口
右

ハン
ホン
そむく

エイ
あきらか

ソウ
くさむら
むらがる

コウ
ク
くち
くちへん

ウ
ユウ
みぎ
たすける

①

人①

②

人①

教 1常①

教 1常①

睿

藤原忠親文覚
四十五箇條起請文

元暦萬葉⑬

後花園天皇

久松切

伝藤原行成

粘葉本朗詠

伝藤原行成

藤原師輔

謹身往来

節用

節用

節用

節用

節用

謹身往来

百官名尽

又 7

又 14

古文

古文

又 16

口 0

口 2

教科書

干禄〈通〉

江戸五経〈訛〉

叛
現代中国

睿
現代中国

中国繁体

丛
現代中国

口
現代中国

右
現代中国

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

毛公鼎

中山王方壷

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡 郭店楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡 中山王鼎

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文籀文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

興福寺断碑

呉・谷朗碑

甘陵相残碑

魯峻碑

桐柏廟碑

集字聖教序

王献之

澄清堂帖

淳化閣帖

馬王堆

馬王堆

集字聖教序

史晨後碑

西狭頌

王僧墓誌

元珍墓誌

元始和墓誌

弔比干墓文

鄭羲下碑

劉碑造像記

寇演墓誌

元固墓誌

孟敬訓墓誌

司馬解伯達造像

王丹虎墓誌

元珍墓誌

泉男生墓誌

等慈寺碑

孔子廟堂碑

等慈寺碑

昭仁寺碑

樊興碑

孔穎達碑

等慈寺碑

雁塔聖教序

九成宮

干禄字書

干禄字書

五経文字

五経文字

干禄字書

五経文字

五経・部首

九経・序

廣開土王陵碑

灌頂記

嵯峨天皇

王勃詩序

聾瞽指歸

伝嵯峨天皇

王勃詩序

王勃詩序

東大寺献物帳
大小王真跡帳

128 129

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【又】叛
7
叡
14
叢
16
【口】口

0
右

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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「号」の使用例は〈第一号〉、〈会議の続きだと号して〉、〈いの
一号に〉が2度、〈六号活字で〉の5回。「號」の使用例は〈屋
號〉、〈號令を下した〉、〈鋭い號令〉の3回。

【叶】説文篆文にはなく、最も古い使用例は南北朝時代。説
文に「協」の或体として「叶」の字体があり、陸軍幼年学校
の『用事便覧』に「協」の古字として「叶」の字体が掲載さ
れているがともに「叶」とは別の字種。
【句】「口」が「ム」の形になるため、「勾」の字体になること

がある。
【号】「號」の略字ではなく、初文が「号」で後に「虎」を加
えたらしい。五経文字の例は最終画が省かれているが、これ
は誰かの名を避諱したものだろう。たぶん唐の太祖＝李虎。
漱石は『ぼっちやん』中に8カ所「号／號」を使っている。

可

叶
句

古

号
號

カ
ばかり
べし

キョウ
かない
かなう

ク

コ
ふるい
ふるす
いにしえ

ゴウ
さけぶ

教 5常①

人①

教 5常①

教 2常①

教 3常①

②

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

節用 口 2 江戸干禄〈俗〉

句
現代中国甲骨

金文金文

金文 睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文篆文 馬王堆

武威漢簡

熹平石経 馬振拝造像

十地論⑤

孟法師碑 干禄字書 法華義疏

聾瞽指歸

藤原行成

和歌體十種

元暦萬葉②

元暦萬葉⑬

粘葉本朗詠

崇高天皇

節用

農家用文章大全

和漢対照書札

百姓往来

再板農業全書

消息文鑑
尺牘楷梯

節用

本願念仏利益章

口 2

口 2

口 2

古文

口 2

虍 7

漢字要覧

明治の漢字

明治の漢字

漢字整理案 江戸五経〈訛〉

可
現代中国

叶
現代中国

古
現代中国

号
現代中国

号
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

侯馬盟書 郭店楚簡

金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

石鼓文 郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

石鼓文

中山王方壷

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

石門頌

乙瑛碑

樊敏碑

十七帖

唐・書譜

智永千字文

興福寺断碑

集字聖教序

蘭亭叙

喪乱帖

張猛龍碑

元徽墓誌

高貞碑

王次妃石婉墓誌

元詮墓誌

孝女曹娥碑

孝女曹娥碑

孝女曹娥碑

九成宮

温彦博碑

孔子廟堂碑

伊闕仏龕碑

昭仁寺碑

圭峰禅師碑

契苾明碑

干禄・序

干禄・序

干禄・序

江戸五経

九経・序

五経・序

王勃詩序

風信帖

聾瞽指歸

王勃詩序

琱玉集

琱玉集

130 131

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【口】可
2
叶

2
句

2
古

2
号

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


